
平成 18年 度のごみ処理状況について (速報)
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…… フ ジスマートプラン21の 3つの目標値について革1人 1日当たり焼却量、資源化率は目標値を達

成できなかつたものの、1人 1日当たり排出量が初めて目標値を達成した。……

1)ご み処理総量等

富士市のごみ処理量 (単位it)

0擁 ″θσ,2/θ =こ ル でJ=σ物
05年 連続減少。減少率は3.6%、 平成可5年度と並んで過去最高。

O総 量の△3, 525tの 内訳は、埋立その他で3t、 資源物が1, 185t増 加したが、焼却量は4,713

t減少、5.フ %減 と過去最高の減少率。

②塀坊クグーンをンター0つ筋初爵気 アえ //θ rで財筋客″で5./%の ガ少
05年 連続減少。家庭系ごみが2,962t、 事業系 。その他が1, 413t減 少している。

焼却量全体の減少率は5_7%と なった。

09万 tの処理能力に対して、86.4%の 稼働率

年度

項目
H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

量(t) 104.740 104892 103,794 1的 070 99,523 98,798 95,273

増減幕(%) 4.296 0.196 - 1 酬 -3.696 -0.5% -0.79る -3.60/o

焼却量
量(t) 89,281 89,676 87,951 84β57 84コ161 82483 77.770

増減票は) 2.5% 0,琳 -1.996 -3.994 -0,5% -2.09る -5.70/o

家庭系
量(0 57.131 58p19 58,724 57脚 7 55,934 55,232 52.270

増減率(%) 2.8% 1,6% 1.2% -2.9% -20% -1.3% -5.40/0

事業系・

その他

量(t) 25,693 26034 23.600 22,386 22,520 21489 20,076

増減率は) 2.896 1.396 -9,396 -5.1% 0.60/o -4.60/6 -6.6%

汚泥
量(t) 6.457 5,623 5,627 5,124 5,707 5,762 5,424

増減率い) -0,296 -12,99t 0.196 -8.9% 114% 1.00/6 -5.90/o

資源物量
量(t) 14,856 14仰 14,803 14,365 14,100 13,922 15,107

増減率仰) 14.296 -3酬 2.896 -3酬 -1.8% -1.3% 8.50/o

担十Bその他
量(t) 603 813 1,C沼0 1.148 1,262 2,393 食
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増減率は) 26`29t 3439t 27.996 10H弘 9.9% 89β% 0.10/o

富士市のごみ処理量
処 理量 (千t)
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0現 擁影シち`勿曙g財 シ は、52′ 27θ =こ メ翔解をでσ̀4%物
O一 般家庭からの収集可燃ごみは4年連続で減少した。

ごみの出前講座やごみ減量常ンヘ
・
ウ等の地道な教育啓発活動を実施してきたことにより、少しず

つ言み処理言は減少してきている。さらに18年 度からペットボトル、その他の紙のステーショ

ン回収を開始したが、新ししW卜出方法について広報誌、情報紙への掲載、地区や町内会への説明

会等周知に努めてきた。資源化物の増加分1, 185tが 焼却処理から資源化処理に移行したこ

とになるが、焼却量は4, 713t減 少しており、残りの約3, 500tに ついては、新たな分

別品目の追加が契機となり、減量意識が向上し、多くの市民の協力が得られたことなどが考えら

れる。

2)資 源化物量

富士市の資源化物量 (t)と 資源化率 (%)

資源 物量 と資源 化率 の推移
千 トン
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0資 源花物鼠総畳依アσ″ アθ/よこ 刃筋々をでア′ ア,5r rヨ ヵ5%夕 増勿した。賛顔を物の増勿″″

々が先

をたシ垢餌動分既少してι'5～で資源を物宣が猪″ιたごとから、資材椛浮斡'7ユ 0%を 筋句倉女グ7,ヨ ポ

インか上国つた。

③挽 、力巧 ,捻風 崩擁犯努稼βこ全奇源佐野の約01動を占め配 1ち力i珈 ■夕死物

かクЮ“θ施房少し力ヽん '金属△0.び %冴 少、力れ額仕ヨ,2%萄 ″してι〕ぢ。

のパットがかル ・霧 ,ウエス事勿嫁財兜幹充激グ麟 出した湧g/_~つとお司親勤比 てιlち。

年度

項目
H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

資測邪遇 12,103 13,008 14356 14仰 14,803 14β05 14100 131922 15.107

びん類 2,2年1 2456 2,254 2,334 2.271 2,134 2,043 2,025 2.024

缶・金属 2,765 2,911 3抑 8 2,758 2,753 2,606 2打63 2,320 2,167

古紙瀬 6,900 7,238 7,614 8,108 8,556 8,212 8,148 8,099 8,760

剪定枝 141 1,085 1,007 1,066 1 , 2 4 1 1,209 1,225 1,602

ペットボトル 57 96 105 106 118 133 147 471

ウエス 13 12 1 6 13 9 7

その他 197 192 347 90 45 41 105 99 72

資源化率 123路 129% 14.23/0 13.794 143% 14掛 14.2% 14.1% 15.99//o



Oペ ットボトル 471t(対 前年対比 +324t、 +220。 4%)

O剪 定枝   1,602t(対 前年対比 +377t、 +30,8%)

Oウ エス     1lt(対 前年対比 +4t、 キ57.1%)

◇ かんの減少は、ペットボトル・紙パック等の代替容器類への切替が進んでいるためと推測される。

◇ 古紙類は、近年古紙相場が安定的に高値であり、PTA・ 子ども会などの集団回収へ流れた量が増えたこ

とから減少傾向にあったが、その他の紙のステーション回収を開始したことにより増加に転じた。

◇ ペットボトルの働 酎よ、拠点回収に加え、ステーション回収を実施したことによる。

◇ 古紙類 ・ペットボトルともに広報媒体や説明会等で新しい分別について周知に努め、市民の協力が得られ

たことで、見込み以上の量を回収することができた。

◇ 剪定枝・ウエスについては、市民や事業者への周知により、持込み量が増加したものと思われる。

3)フ ジスマー トプラン21目 標値との対比

※目標値との対上聞こおいては、し尿汚泥・下水道汚泥・罹災物量は除く。

年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

i人1日当たり排出量(目1田働 1,090 1,060 1,050 11050 1,040 1,030 1,010

1人対日当たり排出量(実績値) 1,125 1,129 1,109 lp72 l p54 lp42 1,006

1人1日当たり焼却員(目標値) 931 890 884 873 862 802 770

1人1日当たり焼却量(実績値) 950 ７氏
ロ
ｎ
Ｊ 933 899 885 864 814

資源化率(目標値) 15過脇 15廻脇 15過脇 16酬 17酬 22酬 23酬

資源化率(実績値) 15.1% 14.596 15.1% 15.296 15。196 15n眺 16.9%

算定に使用する人口については、上位計画との整合性を図るため、平成 17年 度より年度末のものとする。

1人1日当たり排出量・焼却量
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0:え 7臣当たグのワ踏便拷'7,θθσgで あグ,の でβ σgrJ.σ %ル幼虜少である。淳解

ア′θアθ gi弱 してイg初 弘 物わて淳解 効 オあどを力iできた。

② と生二g当たグ卯 gア イgで あグ、の でσθgrσ.ョ %ジ̀ 物既少否あるカミ淳解
/ァ θ grttι こ ィイg之密してιBる。            し てιぢ。

◇淳篇麿仁ガ菊 割合…,,5.ア %趨 酒

物 財 アσ・θ%否 あグ,の 否/ヵ。林7ン ト士″ってι巧ものの、ヨ漂確ワθ%た〃して1よ

び.ア メγンか両gっため


